
かごしま観光未来塾 受講者募集

主催：鹿児島市 協力：国立大学法人 和歌山大学観光学部

回 日時/場所 テーマ（案） 講師

第１回

決 定

5月28日（火）
13:30-16:30
@ソーホー鹿児島

⚫ 開講式・ガイダンス
⚫ 総論（域内調達率向上のためには）

JTIC.SWISS 
代表 山田 桂一郎 氏

第２回
8月～9月
＠市内会議室

⚫ インバウンドの動向
和歌山大学観光学部
教授 出口 竜也 氏

第３回
11月
＠市内会議室

⚫ コンテンツ開発
⚫ プロモーション

株式会社美ら地球
代表取締役 山田 拓 氏

第４回
1月
＠市内会議室

⚫ 参加者によるプレゼン
和歌山大学観光学部
教授 竹林 浩志 氏

講師プロフィール

カリキュラム ※山田桂一郎氏は第2回～4回も塾長として登壇

鹿児島市では、本市観光の指針である「第４期観光未来戦略」
の目指す「稼ぐ観光」の実現に向け、地域におけるマーケティン
グやマネジメント等を担う高度な観光人材の育成を図るため、
「かごしま観光未来塾」を開講します。

✓会社の売上増に貢献したい

✓他事業者とのつながりを広げたい

✓将来、観光分野で働きたい

✓リピーターづくりのための方程式は？

✓考えて動くチームになるためには？

✓稼げる旅行商品の作り方は？

こんな疑問・課題をお持ちの方を待っています！

JTIC.SWISS 
代表 山田 桂一郎 氏

和歌山大学観光学部
教授 出口 竜也 氏

和歌山大学観光学部
教授 竹林 浩志 氏

株式会社美ら地球
代表取締役 山田 拓 氏

参加無料

応募締切

5月1５日（水）

30名程度

「世界のトップレベルの観
光ノウハウを各地に広める
カリスマ」として、国から
観光カリスマに認定。欧州
での経験等を活かし、国内
各地で観光・地域振興のコ
ンサルタントとして様々な
取組を実施。本市の観光未
来戦略アドバイザー。

＼ 塾長 ／

令和6年度

2007年に和歌山大学経済
学部観光学科教授に就任。
2008年より現職。専門は
経営組織論、経営戦略論。
近年の研究テーマは人類
学的アプローチによる経
営学研究や産業集積研究。

2007年に和歌山大学経済
学部観光学科准教授とし
て就任。2023年より現職。
専門は観光戦略論、経営
組織論、リーダーシップ
論。近年の研究テーマは
観光地運営における戦略
主体の移転や組織的凝集
力などを中心とする経営
学的研究。

＼ 温かみとユーモアのある講義が人気！ ／

2007年に「クールな田舎を
プロデュースする」株式会社
美ら地球を設立。外資系コン
サルティングファームや豊富
な海外経験を活かし、イナカ
をめぐる外国人向けプラット
フォーム「SATOYAMA
EXPERIENCE」をプロ
デュース。総務省地域力創造
アドバイザーも務める。

＼ 豊富な実務経験！／



受講者の要件

その他

全４回の受講に参加意欲があり、次に該当する者とします。

⚫ 鹿児島市内で営業する観光関連事業者及びその従業員等
→ 旅行会社、宿泊施設、観光施設、交通、飲食、体験、ガイド、土産 など

⚫ 市内の学校に通学し、観光関連産業への就業を志している１８歳以上の学生
⚫ その他、市長が必要と認める者

応募の手続き

本市ホームページからダウンロードした「「かごしま観光未来塾」 受講申込書」
に必要事項を記載し、メール、郵送、ＦＡＸいずれかの方法で申込ください。

[応募詳細（鹿児島市ホームページ）]
http://www.city.kagoshima.lg.jp/kan-senryaku/kagoshimakankoumiraijyuku.html

※ 過去の開催概要についても掲載しています。

[提出先]
鹿児島市役所 観光戦略推進課 戦略係
〒892-8677 鹿児島市山下町１１番１号（みなと大通り別館３階）
TEL：０９９－２１６－１５１０ FAX：０９９－２１６－１３２０
E-mail：kan-senryaku@city.kagoshima.lg.jp

受講者の決定

受講者数は、３０名程度を想定しています。

※ 応募多数の場合は、ご提出いただいた応募書類により書類審査を行います。
※ 書類審査の結果に対する異議申し立てには一切応じません。

受講者へは、5月１７日めどでご連絡いたします。

⚫ 講義の開催が平日に行われるため、職場等の了承を得た上で、応募してください。
⚫ 講義中に本市が撮影した画像については、当該事業の広報に使用する可能性があり

ます。

応募期間

５月１5日（水）締め切り

http://www.city.kagoshima.lg.jp/kan-senryaku/kagoshimakankoumiraijyuku.html
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